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要旨：＜600字以内，コメント原稿以外はキーワードともに必須＞
キーワード：＜表題に含まれない内容を適切に表す語句5つ以内＞
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大見出し（番号を使わない）
＜文章末尾の「？」は使用しない形式で統一。生物名は、ブナFagus crenata Blumeのように、基本的に和名（カタカナ）を用い、本文の初出で学名（イタリック表記）と命名者名を示してください。なお種のリストなどの表中では、および動物では本文中でも、命名者名を省略することができます。単位はMKS単位系を用いてください。＞

中見出し（番号を使わない）
＜表は、このように引用します（表1）。図は、このように引用します（図1）。複数の表または図の引用はこのようにします（表2, 図2）。図表の掲載希望位置を右端にテキストボクスで表示します＞図2
図1

表1

小見出し（番号を使わない）
＜引用のスタイルは、MendeleyやPapers、Zeteroなどの文献管理アプリケーションが参照するCitation Style Language（CSL）のCSL style repositoryに登録されているhttps://github.com/citation-style-language/styles/blob/master/dependent/ecological-research.cslです。この引用スタイル（Springer版のEcological Research）を文献管理アプリケーションに設定すれば、引用と引用文献がほぼフォーマットできます。＞表2

＜文献の引用の例を示します（西村2008; Sugiyama and Hayashi 2001; 田中ほか 印刷中; Yamada et al. 2005a,b, 2006)。著者名を出す場合は、岡崎･板本（2009）のようにします。＞
＜ウェブサイトは、適した文献を引用できない場合に限り、引用してください。発行年が不明の場合や逐次更新されている場合は、「引用文献」に含めず、本文中にURLと最終確認年月日を記述してください（「知床世界遺産候補地管理計画（環境省東北海道事務所）」、http://www.sizenken.biodic.go.jp/park/higashihokkaido/topics/8/、2005年11月2日確認）。資料名を出す場合は、YList（米倉・梶田「BG Plants 和名−学名インデックス」http://bean.bio.chiba-u.jp/bgplants/ylist_main.html 最終確認日2014年12月24日）のようにします。発行者と発行年が判明しており、PDFファイルのように原則として逐次更新されていない場合は、文献の引用と同様の形式で引用してください（生物多様性JAPAN 2013）。＞
＜国会議事録などの引用は、「引用文献」に含めず、本文中に発言者、本会議または委員会名と開催年月日、必要ならば議事案件について記します（○○議員、衆議院環境委員会2004年2月23日、環境保全の基本的施策に関する件）。新聞記事についても、「引用文献」に含めず、本文中に確認した記事の記者名か匿名、新聞社名および支社名、朝夕刊の別、最終版でない場合には版数、記事名、日付について記します（匿名、読売新聞北海道支社朝刊「ボランティアがハチ退治」2004年5月14日）。＞
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表１．表の説明
	調査地
	変数1
	変数2
	変数3

	調査地１
	
	
	

	調査地２
	
	
	







1

